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災
害
共
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基
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組
合
の
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全
員
協
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で
の
報
告

４

自
宅
で
も
議
会
が
見
ら
れ
ま
す

５

み
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は
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平成24年
第４回
12月議会

　
12
月
定
例
議
会
は
、
12
月
14
日
よ
り

20
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
議
案
4
件
、
発
議
2
件
、
陳
情
1
件
で

し
た
。

　
議
案
1
件
は
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
け

る
費
用
１
２
１
５
万
円
の
歳
出
の
専
決
処

分
に
つ
い
て
、
残
り
の
3
件
は「
福
岡
県

市
町
村
災
害
共
済
基
金
組
合
」の
解
散
に

関
連
し
た
も
の
で
し
た
。

　
全
議
案
可
決
、
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

福
岡
県
市
町
村
災
害
共
済
基
金
組
合
は
昭
和
48
年
の
大
水
害
後
、
災
害
に
関
す
る
費
用
に

充
て
る
た
め
、
県
内
の
市
町
村
が
互
助
共
済
の
方
式
で
積
立
金
に
関
す
る
事
務
を
共
同
処
理

し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
、
国
の
災
害
に
対
す
る
財
政
支
援
措
置
が
充
実
さ
れ
た
た
め
各
自
治
体
に

解
散
に
つ
い
て
の
審
議
を
行
う
よ
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
が
、
組
合
解
散
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
県
と
の
枠
組
み
で
の

要
望
と
、
納
付
金
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
基
金
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
運
用
す
べ
き
で
あ
る

と
の
意
見
を
添
え
ま
し
た
。

　

今
後
は
被
災
者
の
支
援
の
た
め
に
全
国
の
先
進
例
の
よ
う
に
、
県
独
自
の
支
援
制
度
を
つ

く
り
、
国
の
支
援
に
上
乗
せ
し
な
け
れ
ば
今
の
国
の
支
援
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。

　

ま
た
、
町
に
返
還
さ
れ
た
基
金
2
億
８
千
万
円
は
一
般
会
計
に
流
用
せ
ず
、
町
の
災
害
対

策
に
活
用
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

57
～
59
号
議
案

　
　
災
害
共
済
基
金
組
合
の
解
散
に
つ
い
て

賛
成
討
論
　
川
口
学
議
員
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議案名
○�賛成　●�反対

ー�退席　欠�欠席

専
決
処
分
の
承
認

（
衆
議
院
選
挙
の
選
挙
費
用

予
算
の
補
正
）

福
岡
県
市
町
村
災
害
共
済
基
金

組
合
規
約
の
変
更

福
岡
県
市
町
村
災
害
共
済
基
金

組
合
の
解
散

福
岡
県
市
町
村
災
害
共
済
基
金

組
合
の
解
散
に
伴
う
財
産
処
分

（
同
組
合
の
解
散
に
伴
う
議
会

の
決
議
）

24
年
度
　
粕
屋
町
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

24
年
度
　
粕
屋
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

24
年
度
　
粕
屋
町
介
護
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算

23
年
度
　
粕
屋
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定

23
年
度
　
粕
屋
町
水
道
事
業

会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び
収
入

支
出
決
算
の
認
定

議案番号 56号 57号 58号 59号 44号 45号 46号 51号 54号

所　属
委員会

採決結果 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決

（賛成／反対） 15/0 15/0 15/0 15/0 13/2 13/2 13/2 13/2 13/2

付託委員会 予算 総務 総務 総務 予算 予算 予算 決算 決算

総　務

安川  俊彦 正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山𦚰  秀隆 副 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

川口　　學 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ●

澁田　順二 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本田　芳枝 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小池　弘基 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

建　設

伊藤　正 正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

長　義晴 副 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

安河内利明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

八尋　源治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

厚　生

向野  正幸 正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

因　辰美 副 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

浦元　　甫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

久我　純治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

田川　正治 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ●

進藤　啓一 議長は、採決に加わりません。

12月定例会における、主な議案に対する
各議員の賛否結果一覧

☆12月定例会議案賛否表 ☆9月定例会議案賛否表（訂正分）

☆議案名については、解りやすい文言に置き換えています。
☆12月議会のその他の議案についても全員賛成でした。
☆9月議会の賛否表は久我 純治議員と田川 正治議員の賛否に誤りがありましたのでお詫びと訂正を致します。

件　　名 提　出　者 付託委員会 結　果 提出先

厚生労働省５局長通知にもとづく
職場実態の改善を求める陳情書

福岡市博多区千代４－29－46
福岡医療労働組合連合会
執行委員長　吉岡　裕二

厚　　生
採　択

賛成：４
反対：０

採　択

住民より提出された陳情書
【粕屋町議会で採択された陳情書は、意見書として国へ提出します】

☆陳情要旨　看護師等の雇用の質の向上のための取組みとして「夜勤は月８日以内」
　　　　　　夜勤は３交替を基本とし、長時間夜勤は改善、違法な不払い残業をなくし、時間外労働を減らす。
　　　　　　勤務間隔を12時間以上とすることや日勤、深夜勤務解消等でシフトの改善を進める。
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地
域
防
災
計
画
　
　

粕
屋
町
土
地
開
発
公
社
の
現
状

者
）の
名
簿
登
録
に
つ
い
て
、

民
生
・
児
童
委
員
や
行
政
区
長

な
ど
の
協
力
に
よ
り
促
進
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
ス
ポ
ー
ツ
広
場

用
地
を
１
工
区
～
３
工
区
に
分
け

１
工
区
と
２
工
区
を
公
募
に
よ
り

５
億
９
，９
４
３
万
円
で
売
却
し
ま

し
た
。（
一
部
酒
殿
に
あ
る
福
岡

東
環
状
線
沿
い
の
土
地
を
含
む
）

　

１
工
区
・
２
工
区
の
約
１
８
，

５
５
８
㎥
を
セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム
九

州（
株
）に
て
現
在
59
戸
の
住
居
建

設
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
残
る
３
工
区
の
６
，２
０

５
．０
４
㎡
に
つ
き
ま
し
て
は
、
産

科
有
償
診
療
所（
ベ
ッ
ド
を
併
設

し
た
入
院
可
能
な
病
院
）を
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
提
案
と
し
て
募
り
、
平

成
25
年
２
月
に
は
提
案
書
の
締
切

を
お
こ
な
う
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
１
～
２
工
区
の
他
に
３

工
区
を
売
却
し
て
も
、
土
地
開
発

公
社
の
債
務
と
し
て
は
約
10
億
円

が
残
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
売
却
時

の
原
価
割
れ
に
よ
る

も
の
で
す
が
、
粕
屋

町
と
し
て
は
一
般
財

源
の
中
か
ら
今
後
５

年
ほ
ど
で
償
還
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
後
59
戸
の
住
居

が
完
成
し
た
あ
と

は
、
税
の
優
遇
処
置

の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の

税
率
で
固
定
資
産
税
や
町
民
住
民

税
の
合
計
で
１
戸
あ
た
り
30
万
円

～
40
万
円
の
税
収
が
見
込
ま
れ
る

予
定
で
す
。

　

議
会
と
し
て
は
、
産
科
だ
け
で

な
く
不
妊
治
療
の
観
点
か
ら
産
婦

人
科
の
設
置
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
土
地
開
発
公
社
の
解
散

問
題
に
つ
い
て
議
会
よ
り
質
問
を

行
い
、
町
と
し
て
は
債
務
が
精
算

さ
れ
た
段
階
に
お
い
て
、
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
７
月
26
日
に
第
１
回

粕
屋
町
防
災
会
議
を
行
い
、
今
回

11
月
27
日
に
第
２
回
の
防
災
会
議

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
25
年
３
月
に
は
第
３
回

の
防
災
会
議
を
行
う
予
定
で
す
。

１�

、
粕
屋
町
地
域
防
災
計
画
は
、

福
岡
県
の
地
域
防
災
計
画
を
基

本
と
し
て
、
防
災
会
議
に
お
い

て
、「
風
水
害
対
策
編
」と「
震

災
対
策
編
」に
分
け
て
見
直
し

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

２�

、
原
子
力
災
害
対
策
に
つ
い
て

は
、
粕
屋
町
に
は
直
接
的
な
影

響
は
少
な
い
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

３�

、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る
」た
め
、
上
大
隈
区

と
原
町
区
に
よ
り
自
主
防
災
組

織
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

４�

、
災
害
弱
者（
災
害
時
要
援
護

27
号地

28
号地

29
号地

30
号地

31
号地

32
号地

33
号地

34
号地

35
号地

36
号地

37
号地

38
号地
39
号地
40
号地

41
号地
42
号地

43
号地

44
号地

45
号地 46

号地

47
号地48

号地

49
号地50

号地

51
号地

52
号地

53
号地

54
号地

55
号地

56
号地

57
号地

58
号地

59
号地

16
号地

15
号地14

号地13
号地12

号地

1
号地

2
号地

3
号地

4
号地

8
号地

6
号地

5
号地

7
号地

11
号地

10
号地

9
号地

17
号地18

号地19
号地20

号地
21
号地

22
号地

23
号地

24
号地

25
号地

26
号地

わかば保育園

公園

道路 6m

地下貯留槽

3工区

2工区

1工区

(6,205.04㎡)

多目的用地
(用途未定)

地下貯留槽 緑道2m

議
員
全
員
協
議
会
で
の
町
か
ら
の
報
告

花ヶ浦一丁目地区（スポーツ広場用地）工区図

住居建設が進むスポーツ広場

2009年７月の水害現場（毛田池付近）
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学
校
給
食
共
同
調
理
場
事
業
に

係
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
可
能
性
調
査
業

務
を
、
公
募
型
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
に
て
実
施
す
る
旨
の
告
示
を

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

し
た
。
参
加
表
明
は
４
社
で
日
建

設
計
総
合
研
究
所
と
３
９
９
万
円

で
委
託
契
約
し
ま
し
た
。
検
討
結

果
の
報
告
と
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
可
能
性

調
査
の
Ｖ
Ｆ
Ｍ
数
値
は
、
３
月
初

旬
ま
で
に
提
示
し
ま
す
。

（
議
員
か
ら
の
主
な
質
問
や
意
見
）

・
応
募
し
た
４
社
の
会
社
名
を
な

ぜ
公
表
で
き
な
い
の
か
。
公
共

事
業
の
場
合
は
公
開
が
原
則
で

あ
る
。
特
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は
あ

　

平
成
25
年
第
１
回（
３
月
）定
例

会
よ
り
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
て
、
本
会
議
の
映
像
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
生
中
継
・
録

画
中
継
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
映

像
は
、
全
世
界
へ
配
信
さ
れ
、
議

場
の
様
子
を
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し

て
ご
家
庭
な
ど
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
役
場
ロ
ビ
ー
で

も
本
会
議
の
生
中
継
を
視
聴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。-

　

ま
た
、
音
声
認
識
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
よ
り
、
本
会
議
を
含
め
各

委
員
会
な
ど
の
審
議
内
容
が
録
音

さ
れ
、
録
音
内
容
を
機
械
が
認
識

し
、
自
動
的
に
文
書
化
す
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

　

な
お
、
町
民
の
皆
様
に
は
、
町

の
広
報
に
も
掲
載
し
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

ら
ゆ
る
こ
と
を
広
く
公
表
し
て

決
定
さ
れ
る
。

・
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
の
評
価

点
が
５
０
０
点
満
点
の
う
ち

３
８
１
点
は
低
い
。
最
低
ラ
イ

ン
の
設
定
は
。

・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
か
、
今
ま
で
通
り

行
う
の
か
大
事
な
こ
と
で
あ

り
、
直
営
か
民
営
か
の
出
発
点

と
も
な
る
の
で
委
員
に
幹
部
職

員
だ
け
で
な
く
、
担
当
職
員
も

入
れ
る
べ
き
だ
。

・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
調
査
で
の
給
食
数

は
７
，
０
０
０
食
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
う
ち
に
保
育
所
の
給

食
数
も
含
め
る
の
は
問
題
で
な

い
か
。
何
故
か
。

・
受
注
業
者
の
採
算
が
合
う
よ
う

に
、
給
食
数
を
７
，
０
０
０
食

と
し
て
、
想
定
外
の
計
画
を
提

案
し
て
い
る
の
で
な
い
か
。

・
現
行
の
資
産
が
活
用
で
き
る
か
、

考
え
て
い
く
べ
き
だ
。
こ
れ
か

ら
30
年
は
負
担
が
高
コ
ス
ト
に

な
る
の
で
今
回
調
査
依
頼
す
べ

き
だ
が
。

学
校
給
食
調
理
場
建
設

議
会
議
場
整
備

　　　 自宅で本会議が見られます

給食センターでは高温多湿の中での調理作業

視聴内容は？ どうすれば視聴できるのか？

●生中継と録画中継があります。
●会期中は本会議のすべてと議員の一般質問が生
中継で視聴できます。

実際のトップページ画面です

●粕屋町のホームページの粕屋町議会コーナーか

ら見ることができます。

●録画中継は、会議が終了した日のおおむね3日

後（土、日、祝日を除く）からご覧いただけます。

●中継を見るには、Microsoft社のWindowsMedia

　Player（無償）が必要です。お持ちでない方は、

Microsoft社のホームページから入手しインスト

ールしてください。（Macをご利用の方は追加

ソフトをダウンロードしてください。）

※現時点ではスマートフォン・タブレット端

末による映像再生はできません。パソコン

（Windows、Mac）でご利用ください。

是非一度

ご覧ください
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各
委
員
会
の

視
察
報
告

○期日・旅費

　平成24年８月２日～３日　　　９名（667,566円）

○目　的

　マルチメディアを活用した議会運営について

○視察地

＊茨城県取手市
　�会議録作成作業に多くの時間を要するため、議員や町民からの要望によってシステムを導入した。
＊アドバンスト・メディア（システム開発会社）〔東京都豊島区〕

○議会活動にどう活かすか

　会議録作成が短縮でき、議会映像を生中継または録画で町民に配信できる。

○期日・旅費
　平成24年８月23日～ 24日　　　６名（304,050円）

○目　的
　企業誘致による耕作放棄地の解消と農地集積について
　地域振興と地産地消を目的とした６次産業化施設について

○視察地

＊鹿児島県日置市
　都市近郊型農業で環境に配慮した農業整備を推進している　新規就農研修事業を実施している。
＊鹿児島市（旧桜島町）
　６次産業として生産から加工販売まで一貫した作業する工房　デパートでの販売をしている。

○議会活動にどう活かすか

　具体的な方策を研究・検討して、町の財政力をつける。

○期日・旅費

　10月22日～ 23日　　　７名（480,580円）

○目　的

・高齢化が進むなか、介護予防の充実を目指すため
・介護予防事業の運営方法等

○視察地

＊兵庫県加古郡稲美町
　�介護予防事業の方向で高齢者がなぜ活動性を低下させたか原因を分析し取り組む。
＊兵庫県小野市
　�地域支援事業や福祉関係の事業をひとつにまとめた保健センターを24年４月に新築誕生した。

○議会活動にどう活かすか

　今後益々高齢化し、介護を受ける人が増えるので数々の予防・支援策を作成して実施する。

総務常任委員会

建設常任委員会

厚生常任委員会

取手市議会議場

桜島旬彩館

視察研修の様子（小野市）
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各
委
員
会
の

視
察
報
告

○期日・旅費

　平成24年10月９日～ 10日　　　11名（664,785円）

○目　的

　伊丹荒牧土地区画整理事業の概要と経過について
　あまがさき緑遊新都心区画整理事業の概要と経過について

○視察地

＊�兵庫県伊丹市　大型倉庫群の所を区画準備委員会が出来て中心に荒牧バラ公園約８億円かけ供
用開始。市民のいこいの場所として開発した。
＊�兵庫県尼崎市
　・みどり豊かでふれあいと活気あふれる都市開発が再生のテーマで出来た町づくり
　・UR都市機構のアドバイスでの開発である。

○議会活動にどう活かすか

・九州大学農場跡地の活用に時間をかけた計画　・みどり豊かで環境にやさしい町づくり
・多機能な複合したにぎあう文化交流の町づくり

○期日・旅費

　平成24年10月30日～ 31日　　　９名（659,160円）

○目　的

　マルチメディアを活用した議会運営について

○視察地

＊静岡県沼津市　
　�会議録作成の迅速化と経費削減を目的にシステムを導入操作改善のためバージョンアップ
をした。

＊ＮＴＴ東日本（システム開発会社）〔東京都港区〕

○議会活動にどう活かすか

・会議録作成時間の短縮　・会議録作成委託料の削減　・職員の時間外手当ての削減

○期日・旅費

　平成24年10月16日～ 17日　　　10名（413,000円）

○目　的

　ボタ山及び炭鉱跡地の有効活用について

○視察地

＊�佐賀県大町町　町民のアンケートにより有効活用を求められ住民の親しみある交流施設整備を
計画し開発中、多目的公園に変る。
＊長崎県長崎市端島（軍艦島）
　1974年（昭和49年）閉山した。
　採掘時は良質の石炭のためボタがほとんど出なかった。

議会活動にどう活かすか

　国鉄志免ボタ山開発についても住民にアンケートを取る事も考えられる。
　住民だれでもが使用できる多目的交流の出来る広場また場所に。

議会運営委員会

国鉄志免ボタ山開発特別委員会

交通対策及び九州大学農場跡地対策特別委員会

赤外線会議システム

ボタ山跡地活用のスポーツ広場（大町町）

区画整理後の公園（尼崎市）
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町
政
の
目
標
達
成（
部
内

統
制
）に
が
ん
ば
っ
て
お

り
、
事
務
決
裁
の
迅
速
化

や
行
政
運
営
の
効
率
化
に

効
果
が
あ
が
っ
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
週
月
曜
日
に
、

幹
部
会
を
開
く
な
ど
、
週

の
事
業
や
課
題
等
に
つ
い

て
協
議
・
調
整
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
部
長
制
に
つ
い
て

は
検
証
し
、
今
後
も
存
続

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

部
長
制
に

つ
い
て
、

昨
年
12
月
議
会
で
質
問
し

ま
し
た
が
、
あ
れ
か
ら
1

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
長
の
専
権
事
項
で
あ
り

ま
す
が
、
部
長
制
に
よ
る

編
重
人
事
に
な
り
、
事
務

効
率
の
低
下
、
強
い
て
は

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
聞
く

が
、
こ
の
1
年
を
振
り

返
っ
て
導
入
効
果
と
今
後

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

部
長
制
へ
の
移

行
に
よ
り
、
一

時
的
に
事
務
量
が
増
え
た

の
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
各
部
長
は
、

須
恵
町
ス

マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
へ
の
取
付
工
事
の

完
成
が
、
来
年
3
月
と

迫
っ
て
い
ま
す
。

　
完
成
後
に
は
、
朝
夕
の

ラ
ッ
シ
ュ
時
の
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　「
土
井
・
宇
美
線
・
南
里
・

新
大
間
線
」の
整
備
に
向

け
た
進
捗
状
況
及
び
町
の

考
え
方
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

本
路
線
は
、
イ

オ
ン
モ
ー
ル
福

岡
周
辺
の
渋
滞
と
県
道

志
免
・
須
恵
線
の
慢
性
的

な
渋
滞
解
消
と
空

港
や
福
岡
市
街
地

へ
と
接
続
す
る
重

要
な
幹
線
道
路
と

位
置
付
け
て
お
り
、

現
在
、
福
岡
県
に

対
し
県
事
業
に
よ

る
整
備
を
本
町
及

び
須
恵
町
・
志
免

町
で
要
望
し
て
い

ま
す
。

　

来
年
度
末
に
は
、

千
代
・
粕
屋
線
の

町
長 安河内　利明 議員

部長制導入効果と今後は
町長／効果があり今後も存続

　町道若宮・酒殿線（宮崎バス停付近）

町
長 町

内
幹
線
道
路
及
び
町
道
の
整
備
は

副
町
長
の
登
用
は 町

長
／
県
事
業
と
し
て
整
備
を
要
望
中

町
長
／
近
い
議
会
に
提
案
し
た
い

扇
橋
か
ら
会
町
の
交
差
点

ま
で
完
成
す
る
予
定
で
す
。

安
河
内

安
河
内

町
の
発
展
、

町
長
の
健
康

保
持
の
た
め
に
も
、
良
き

パ
ー
ト
ナ
ー
、
信
頼
の
お

け
る
腹
心
の
知
恵
袋
と
し

て
、
副
町
長
を
復
活
さ
せ

る
こ
と
の
ほ
ど
は
如
何
か
。

将
来
の
粕
屋
町
、

並
び
に
私
の
健

康
ま
で
ご
心
配
い
た
だ
き

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

近
い
議
会
で
、
副
町
長

の
人
事
案
件
を
提
出
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

安
河
内

町
長
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町
立
幼
稚
園
は

２
年
保
育
で
預

り
時
間
も
14
時
迄
、
私
立

幼
稚
園
は
３
年
保
育
で
希

望
者
に
は
２
歳
か
ら
６
歳

迄
で
時
間
も
18
時
～
20
時

迄
で
す
。

　
月
水
金
は
園
で
給
食
が

有
り
、
教
室
は
全
て
冷
暖

房
完
備
。

　
問
題
は
一
年
生
入
学
時

に
園
児
の
能
力
に
格
差
が

出
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

那
珂
川
町
で
は
、

小
中
学
校
全
て

ク
ー
ラ
ー
設
備
が
さ
れ
た
。

　
現
在
小
中
学
校
に
大
型

扇
風
機
が
設
置
さ
れ
て
い

る
が
、紙
が
飛
ぶ
な
ど
の
弊

害
が
あ
る
、せ
め
て
小
学
校

一
年
生
か
ら
年
次
計
画
を

た
て
順
次
ク
ー
ラ
ー
に
切

水
道
料
金
は
表

粕
屋
6
町
で
一

番
高
い
。

　
引
下
げ
の
た
め
に
、水
源

確
保
が
必
要
だ
が
駕
与
丁

池
な
ど
の
た
め
池
水
の
活

用
も
検
討
し
、一
般
会
計
繰

入
金
も
一
挙
に
１
／
10
に

減
額
し
た
の
を
、少
し
は
増

額
し
住
民
負
担
の
軽
減
に

小
学
校
か
ら
順
次
ク
ー
ラ
ー
設
置
を

町
長
／
で
き
る
と
こ
か
ら
環
境
改
善
し
た
い

公
共
料
金
の
引
き
下
げ
を

町
長
／
必
要
時
は
水
利
権
者
と
の
協
議
を
し
た
い

り
替
え
よ
り
良
い
教
育
環

境
へ
改
善
さ
れ
た
い
。

我
々
が
子
供
の
頃

と
今
で
は
暑
さ
は

3
度
近
く
高
く
な
っ
て
い

る
。

　

つ
く
り
も
木
造
か
ら
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
校
舎

つ
と
め
ら
れ
た
い
。

　
水
道
企
業
団
か
ら
買
う

金
額
と
の
差
も
検
討
さ
れ

た
い
。

粕
屋
町
は
大
き
い

河
川
は
な
く
、大

き
い
た
め
池
が
駕
与
丁
池

な
ど
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　

現
在
は
水
の
需
要
が
満

の
た
め
一
回
暖
ま
っ
た
熱

は
な
か
な
か
抜
け
な
い
状

況
に
あ
る
の
で
ク
ー
ラ
ー

へ
の
切
り
替
え
は
、出
来
る

と
こ
ろ
か
ら
、少
し
ず
つ
で

も
環
境
改
善
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

た
さ
れ
て
い
ま
す
が
、将
来

的
に
必
要
で
あ
れ
ば
水
道

企
業
団
か
ら
購
入
と
の
格

差
も
考
え
水
利
権
者
と
の

協
議
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

町立幼稚園、学童保育の改善を
町長／幼稚園運営改善は前向きに検討

今
は
子
供
の
出
生

率
が
高
く
な
っ
て

お
り
幼
保
一
元
化
も
含
め

て
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

　

遊
戯
室
の
ク
ー
ラ
ー
設

備
も
預
り
時
間
延
長
に
つ

い
て
も
、園
と
十
分
協
議
し

て
現
在
試
行
的
に
や
っ
て

い
る
延
長
保
育
を
年
間
通

じ
て
実
施
す
る
よ
う
改
善

に
努
め
た
い
。

川口　学 議員

町
長

川
口

川
口

川
口

町
長

町
長

仲原幼稚園
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今
後
は
認
定
こ

ど
も
園
や
幼
保

一
元
化
な
ど
検
討
し
て
、

現
在
の
幼
稚
園
と
保
育
所

の
施
設
を
整
備
し
、
待

機
児
を
出
さ
な
い
た
め
に
、

具
体
的
な
方
向
性
を
検
討

し
て
い
く
。

　

老
朽
化
し
て
い
る
中
央

保
育
所
と
仲
原
保
育
所
は
、

建
て
替
え
る
前
に
も
、
補

修
が
必
要
な
も
の
は
逐
次

行
い
ま
す
。

　

要
望
が
で
て
い
る
床
の

め
く
れ
、
排
水
管
破
れ
、

雨
漏
り
な
ど
の
対
策
は
、

早
急
に
改
善
す
る
よ
う
に

担
当
課
に
指
示
し
て
い
る
。

保
育
所
と
幼
稚

園
の
待
機
児
童

解
消
の
対
策
と
計
画
や
、

老
朽
化
し
た
保
育
所
の
建

て
替
え
計
画
は
検
討
さ
れ

た
の
か
。

　
ま
た
、
ト
イ
レ
の
異
臭

や
調
理
室
の
排
水
溝
詰
ま

り
、
雨
漏
り
や
フ
ロ
ー
リ

ン
グ
の
め
く
れ
な
ど
、
緊

急
性
の
あ
る
こ
と
が
放
置

さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い

る
。

　
町
長
に
対
し
て
私
も
同

席
し
て
保
護
者
の
要
望
書

を
提
出
し
、
園
か
ら
も
要

望
を
出
て
い
る
と
聞
く
が
、

修
理
や
工
事
の
計
画
は
。

来
年
度
予
算
要

望
書
に
つ
い
て

共
産
党
町
議
団
で
町
民
を

対
象
に
行
っ
た
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
で
、

民
間
委
託
は
20
％
し
か
な

く
、
80
％
が
町
営
に
よ
る

方
式
が
良
い
と
の
結
果
で

し
た
。

　
食
品
の
安
全
性
や
衛
生

面
な
ど
か
ら
も
、
建
て
替

え
は
緊
急
性
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
中
長
期
的
な
計

画
を
立
て
、
保
護
者
の
要

望
が
多
い
自
校
方
式
、
又

は
親
子
方
式
で
実
施
す
べ

き
だ
が
。

給
食
セ

ン
タ
ー

の
建
て
替
え
は
、
現
在
の

町
長

田川　正治 議員

○�

太
陽
光
発
電
の
設

置
補
助
制
度
に
つ

い
て

○�

就
学
援
助
制
度
の

補
助
の
拡
充
に
つ

い
て

その他の質問

老朽化した保育所の建て替えや補修は
町長/要望事項や補修が必要なことは逐次行う

中央保育所

粕屋町学校給食センター

因
教
育
次
長

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
は
町
営
で

教
育
次
長
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
可
能
性
調
査
後
に
決
定
す
る

ウ
ェ
ッ
ト
方
式
か
ら
ド
ラ

イ
方
式
を
採
用
し
、
給
食

調
理
場
は
自
校
方
式
や
親

子
方
式
に
つ
い
て
は
、
建

設
用
地
の
確
保
や
費
用
の

増
大
な
ど
が
あ
る
の
で
、

セ
ン
タ
ー
方
式
を
採
用
す

る
。

　

ま
た
献
立
表
を
増
や
す

こ
と
に
よ
り
、
親
子
方
式

と
変
わ
ら
ぬ
給
食
が
実
現

で
き
る
よ
う
に
調
査
研
究

し
て
い
る
。

　

中
長
期
的
な
予
算
は
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
可
能
性
調
査

後
に
、
財
政
部
局
と
調
整

を
図
り
ま
す
。

田
川

田
川
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評
価
基
準
の
中

に
住
民
の
目
線

が
ど
の
よ
う
に
活
か
さ
れ

て
い
る
か
が
不
明
な
の
で
、

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
見

え
る
化
を
。

住
み

続
け

た
い
と
思
え
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、

住
民
目
線
と
経
営
的
視
線

の
両
面
で
行
政
運
営
を
行

う
成
果
指
標
を
事
業
ご
と

に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
成
果
指
標

が
見
え
な
い
。施

策
ご
と

の
目
標
値
、
住
民
の
ニ
ー

ズ
の
高
低
、
町
の
中
で
の

存
在
意
義
な
ど
の
評
価
を

出
し
て
い
ま
す
。

定
期
的
な
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
が
必
要
で
は
。

行政評価に住民満足度の視点を
総務部長／十分参考にさせていただきます

本田　芳枝 議員

校区で利用に差があることがわかる図書館統計

本
田

本
田

本
田

本
田

本
田

福
岡
県
作
成
の

「
各
家
庭
い
じ

め
早
期
発
展
の
た
め
の
家

庭
用
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

を
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
た

こ
と
は
。

県
の
教
育
委

員
会
か
ら
全

保
護
者
に
配
っ
て
い
る

「
い
じ
め
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」

の
中
に
具
体
的
に
載
っ
て

子
ど
も
子
育
て

関
連
法
で
は
①

学
童
保
育
を
小
学
校
6
年

生
ま
で
に
す
る
こ
と
、そ

の
基
準
条
例
で
き
ち
ん
と

定
め
る
こ
と
②
地
域
子
ど

も
子
育
て
支
援
事
業
計
画

の
策
定
、そ
の
た
め
に
子

ど
も
子
育
て
会
議
の
設
置

な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。

家
庭
用
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
活
用
を

教
育
長
／
学
校
現
場
の
実
情
に
応
じ
て

こ
ど
も
子
育
て
支
援
計
画
の
策
定
は

住
民
福
祉
部
長
／
調
査
費
、
委
託
料
の
予
算
を
25
年
度
に

お
り
、こ
れ
を
配
布
し
て

い
ま
す
の
で
、新
た
に
は

出
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

そ
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
は
、保
護
者

の
方
に
は
印
象
が
薄
い
よ

う
で
し
た
。

　
親
子
の
話
し
合
い
を
通

じ
て
回
答
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
形
式
の
方
が
、い
じ
め

　
粕
屋
町
の
対
応
は
。

子
ど
も
未
来
課
で
担
当
。

　

25
年
度
に
子
ど
も
子
育

て
会
議
を
制
定
し
、25
、26

年
度
に
わ
た
っ
て
計
画
の

策
定
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

の
根
絶
に
は
効
果
的
で

す
。

各
学
校
の
事

情
も
あ
り
ま

す
の
で
、そ
れ
を
考
慮
し

な
が
ら
進
め
ま
す
。

＊�　

１
２
６
号
で
、「
昨
年
ま
で

い
じ
め
は
０
で
し
た
」と
記

載
し
ま
し
た
が
、１
件
の
報

告
が
あ
っ
て
い
ま
し
た
。訂

正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

昨
年
10
月
の
学

童
保
育
保
護
者

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

公
表
し
、ニ
ー
ズ
の
的
確

な
把
握
と
活
用
を
。

整
備
次
第
公
表
し
た
い
。

田
代
総
務
部
長

田
代
総
務
部
長

工
藤
住
民
福
祉
部
長

八
尋
学
校
教
育
課
長

教
育
長

教
育
長

仲原校区

大川校区

西校区

中央校区

～6歳

4万

3万5千

3万

2万5千

2万

1万5千

1万

　  5千

　　  0
～15歳 ～22歳 ～40歳 ～70歳～

（冊）

24年度前期　校区別貸出冊数

本
田

本
田
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平
成
24
年
10
月

31
日
付
け
の
日

刊
工
業
新
聞
に
お
い
て
、

粕
屋
町
は
学
校
給
食
共
同

調
理
場
整
備
事
業
に
か
か

わ
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
可
能
性

調
査
業
務
を
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
で
４
社
を
審
査

し
、
最
優
秀
提
案
者
に
日

建
設
総
合
研
究
所
を
選
定

し
た
と
の
記
事
が
あ
り
ま

し
た
の
で
次
の
３
点
に
つ

い
て
尋
ね
ま
す
。

①
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
可
能
性
調

　
査
の
進
捗
状
況
に
つ
い

　
て

② 

Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
の
事
業
方
式

は
、
ど
う
い
っ
た
方
法

で
考
え
て
い
る
の
か

③ 

建
設
ま
で
の
期
間
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

合
に
は
、
粕
屋
町
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
実
施
要

綱
に
基
づ
い
て
行
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
粕
屋

　

町
で

　
�

は
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
業
務
を
選
定
す
る
場

小池　弘基 議員

小
池

学
校
給
食
調
理
場
建
設
の
進
捗
状
況
は

教
育
次
長
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
可
能
性
調
査
業
務
の
業
者
決
定老朽化した給食センター

因
教
育
次
長

　

�　

ま
ず
、
要
綱
の
第
６

条
の
規
定
に
よ
り
ま
し

て
、
特
定
審
査
委
員
を

組
織
し
て
、
要
綱
第
９

条
に
制
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
と
お
り
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
手
続
き
開
始
の
公
示

を
お
こ
な
い
、
公
募
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　

�　

そ
の
結
果
、
４
つ
の

業
者
が
参
加
表
明
の
提

出
が
あ
り
ま
し
て
、
一

次
審
査
の
書
類
審
査
と

二
次
審
査
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
受

託
の
決
定
に
至
っ
た
し

だ
い
で
す
。

②
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
各
業
者
方
式

に
よ
り
学
校
給
食
調
理

場
を
建
設
運
営
し
た
場

合
と
の
あ
ら
ゆ
る
項
目

に
つ
い
て
比
較
検
討
を

今
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

そ
の
検
討
し
た
資
料

が
完
成
し
た
後
、
ど
の

方
式
が
採
用
さ
れ
る
か

が
判
断
と
思
っ
て
い
ま

す
。

③
従
来
方
式
で
学
校
給
食

調
理
場
を
建
設
運
営
し

た
場
合
と
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
で
建
設
運
営
し
た
場

合
を
比
較
し
て
み
ま
す

と
、
他
の
自
治
体
の
例

を
見
ま
す
と
、
や
は
り

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
の
ほ
う
が

若
干
長
い
期
間
を
要
し

て
い
る
よ
う
で
す
。
も

し
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で

あ
っ
て
も
で
き
る
だ
け

早
い
供
用
開
始
が
で
き

る
よ
う
に
努
力
し
て
い

き
ま
す
。
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今
回
の
衆
議
院

選
挙
で
も
、
増

税
先
行
で
は
な
く
、
ま
ず

国
の
無
駄
な
事
業
を
見
直

す
べ
き
と
い
う
国
民
の
声

は
多
か
っ
た
と
思
う
。

　
粕
屋
町
の
当
初
予
算
策

定
と
調
整
方
法
に
つ
い

て
、
説
明
を
求
め
ま
す
。

11
月

よ
り

予
算
要
求
説
明
会
・
各
部

局
の
第
１
次
予
算
調
整
・

計
画
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

い
、
12
月
は
、
事
務
査
定
・

方
針
と
の
整
合
性
・
執
行

経
費
の
検
討
を
行
い
、
１

月
か
ら
、
町
長
査
定
し
、

当
初
予
算
を
策
定
し
ま

す
。

当初予算は積み上げ方式ではダメ
総務部長／行政評価方式で行っています

補
正
予
算
に
つ

い
て
質
問
し
ま

す
。

　
今
年
度
は
、
当
初
予
算

で
組
む
べ
き
事
業
が
補
正

対
応
し
て
い
る
。

　
原
因
は
何
か
。

　
ま
た
、
補
正
予
算
の
定

義
は
緊
急
対
応
と
額
の
修

正
で
す
。

　
何
故
こ
の
ル
ー
ル
が
守

れ
な
い
の
で
す
か
。

当
初

予
定

に
追
加
・
変
更
が
生
じ
た

時
に
、
補
正
予
算
で
調
整

し
て
い
ま
す
。

9
月
の
補
正
は
、

追
加
で
あ
り
緊

急
性
は
な
い
。

　
ま
ず
、
当
初
予
算
で
し

っ
か
り
く
ん
で
頂
き
た

い
。

　
金
額
を
決
め
、
範
囲
内

で
事
業
の
優
先
順
位
を
つ

け
策
定
し
て
は
ど
う
か
。

因 因

因

粕屋町歳入歳出予算書

因　辰美 議員

田
代
総
務
部
長

田
代
総
務
部
長

単
純

に
前

年
度
の
数
字
を
上
げ
て
い

ま
せ
ん
。

　

町
長
の
予
算
編
成
方
針

に
よ
り
、
財
政
担
当
・
総

務
部
長
で
チ
ェ
ッ
ク
し
、

重
要
施
策
を
中
心
に
最
終

調
整
を
町
長
が
行
い
ま
す
。

基
本
的
に
当
初

予
算
を
歳
入
の

９
割
で
組
み
、
１
割
は
補

正
予
算
の
た
め
に
準
備
し

て
お
く
こ
と
が
、
公
金
を

預
か
る
も
の
と
し
て
の
責

任
と
思
い
ま
す
。

　
当
初
予
算
で
削
減
し
た

事
業
を
補
正
予
算
で
復
活

さ
せ
、
年
度
末
に
は
予
算

を
残
し
、
基
金
に
繰
り
戻

し
て
い
る
現
状
は
、
行
政

の
安
易
な
手
法
で
す
。

　
こ
の
手
法
を
変
え
な
い

限
り
、
無
駄
な
事
業
を
省

く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
事
業
の
積
み
上
げ
方
式

を
や
め
、
行
財
政
改
革
に

取
り
く
ん
で
頂
き
た
い
。

田
代
総
務
部
長

因
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は
、
町
長
室
を
オ
ー
プ
ン

に
し
て
職
員
の
話
を
聞
く

よ
う
に
し
て
お
り
、
仕
事

を
し
や
す
い
よ
う
な
職
場

環
境
づ
く
り
を
考
え
て
い

ま
す
。

　

副
町
長
に
つ
き
ま
し
て

は
、
近
い
う
ち
の
議
会
に

提
案
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

久我　純治 議員

シルバーセンターの今後の方向は
住民福祉部長／センター自身で考えなければ

平
成
25
年
度
で

県
よ
り
の
補
助

金
も
な
く
な
り
ま
す
。
大

き
な
財
源
で
す
。
町
の
仕

事
に
も
限
界
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
全
体
の
仕
事
で

約
９
０
０
０
万
円
に
な
る

そ
う
で
す
が
、
今
後
高
齢

者
が
増
え
て
生
き
が
い
を

な
く
す
人
が
多
く
な
る
は

ず
で
す
。
心
配
で
す
。

　
そ
ん
な
時
に
セ
ン
タ
ー

は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合

わ
せ
て
高
齢
者
に
対
し
て

就
業
機
会
を
与
え
て
、
健

康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生

活
に
貢
献
し
て
ほ
し
い
。

　
補
助
金
を
だ
す
だ
け
で

な
く
、
自
立
に
対
し
て
協

力
し
、
粕
屋
町
の
誇
れ
る

埼
玉
県
の
杉
戸

町
は
県
の
指
導

に
部
長
制
を
廃
止
し
ま
し

た
。

　
我
が
町
は
部
長
制
も
続

け
副
町
長
も
つ
く
る
と
の

こ
と
で
す
。

　
役
場
は
役
職
が
多
く
部

長
級
又
、
課
長
級
も
多
い
。

　
人
事
の
格
差
は
一
人
の

人
間
と
し
て
、
と
て
も
重

荷
だ
と
思
い
ま
す
。

　
町
の
第
３
セ
ク
タ
ー
の

ト
ッ
プ
も
役
場
の
Ｏ
Ｂ
ば

か
り
で
す
。

　
副
町
長
の
登
用
で
は
、

民
間
人
を
登
用
し
て
ほ
し

い
。

　
人
権
費
が
一
番
か
か
り

昔
と
ち
が
い
我
が
町
も
財

政
が
き
び
し
く
、
行
財
政

改
革
と
は
並
行
し
て
い
て
、

決
断
す
る
時
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
し
て
ほ
し
い
。
多
く
の

高
齢
者
の
生
き
が
い
の
場

に
し
て
ほ
し
い
。

　

県
か
ら
の
補
助
金
は
25

年
度
で
な
く
な
り
ま
す
が

町
と
し
て
は
、
従
来
通
り

補
助
金
を
だ
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

仕
事
も
自
分
自
身
で
選

ん
で
自
分
で
働
け
る
範
囲

で
働
い
て
ほ
し
い
。

　

新
し
い
業
務
に
つ
い
て

は
人
材
セ
ン
タ
ー
自
身
で

考
え
て
ほ
し
い
し
、
人
材

セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
行
政

と
し
て
口
出
す
事
は
出
来

な
い
。

部
長
と
し
て
の

業
務
を
し
っ
か

り
や
っ
て
も
ら
っ
て
お
り
、

粕
屋
町
の
行
政
が
効
率
的

に
円
滑
に
進
め
ら
れ
て
い

る
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
も
部
長
制
に
つ
い

て
は
維
持
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
職
員
に
対
し
て

久
我

久
我

部
長
制
の
続
投
か
副
町
長
は
ど
う
な
る

町
長
／
部
長
制
も
つ
づ
け
副
町
長
も
作
り
ま
す

工
藤
住
民
福
祉
部
長

町
長

シルバー人材の人達が仕事を
している駕与丁公園

区分 標準的な職務内容 職員数（人） 構成比（％）

７級 部長、局長、参事 6 5.5

６級 課長、参事補佐 16 14.7

５級 課長補佐、相因係長 8 7.3

４級 係長、主査 40 36.7

３級 主任主事 8 7.3

２級 主事 22 20.2

１級 主事、主事補 9 8.3

計 109 100

一般行政職の級別職員数の状況

○一般行政職の級別職員数の状況（平成24年４月１日現在）

（注） 給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
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ご
み
処
理
場
ク

リ
ー
ン
パ
ー
ク

の
負
担
金
は
、20
％
の
均

等
割
り
に
加
え
て
残
り
80

％
を
搬
入
す
る
重
さ
に
よ

る
従
量
制
で
決
め
ら
れ

る
。ご
み
の
減
量
化
は
、喫

緊
の
課
題
だ
。

① 

事
業
者
の
ご
み
処
理
は

②
一
般
家
庭
ご
み
と
事
業

者
の
ご
み
と
同
じ
袋
で

は
納
得
で
き
な
い
。

　
　
事
業
所
用
の
ご
み
袋

導
入
を
。

①
回
収
事
業
者
か
ら
ク
リ

ー
ン
パ
ー
ク
に
搬
入
し

た
重
量
の
報
告
を
受
け

て
い
ま
す
。

　
　

各
事
業
者
と
も
一
般

家
庭
ご
み
袋
を
原
則
使

用
し
て
い
ま
す
。

事
業
所
用
ご
み
袋
の
導
入
を

町
長
／
平
成
26
年
度
に
導
入
を
め
ざ
し
ま
す

②
現
在
の
と
こ
ろ
、ご
み

の
増
加
要
因
に
も
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、ご
み

の
減
量
化
の
推
進
を
図

る
た
め
に
も
事
業
所
用

の
ご
み
袋
を
導
入
し
て

い
き
ま
す
。

平
成
25
年
度
調

査
を
お
こ
な
い

事
業
所
に
周
知
を
し
、平

成
26
年
度
か
ら
導
入
を
目

指
し
ま
す
。

高齢者雇用対策の考えは
町長／シルバー人材センターを活用

高
齢
者
の
雇
用

は
、
人
生
の
生

き
が
い
づ
く
り
や
健
康
の

維
持
に
大
き
な
役
割
を
持

つ
と
同
時
に
、
年
金
制
度

や
医
療
保
険
、
生
活
保
護

費
な
ど
の
社
会
福
祉
費
の

増
大
に
大
き
な
歯
止
め
役

と
な
っ
て
い
る
。

①
高
齢
者
雇
用
対
策
は

② 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
役
割
は

③ 

補
助
金
の
削
減
が
セ
ン

タ
ー
の
厳
し
い
財
政
運

営
に
し
て
い
る
が

①
知
識
や
経
験

　

を
有
す
る
60

才
以
上
の
方
に
意
欲
と

能
力
に
応
じ
て
働
く
こ

と
が
で
き
る
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

②�

自
立
自
助
、
共
同
共
助

の
な
か
で
、
仲
間
づ
く

り
や
生
き
が
い
づ
く
り

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

③�

新
た
な
就
業
の
場
を
創

出
し
、
セ
ン
タ
ー
の
実

態
を
み
て
、
セ
ン
タ
ー

が
維
持
で
き
る
方
法
で

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

山𦚰　秀隆 議員

町
長

町
長

山
𦚰

事業所のごみ回収をするパッカー車

シルバー人材センターの作業車

山
𦚰

松
永
都
市
政
策
部
長
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者
任
責
行
発

一
啓
　
藤
進
　
　
長
　
　
議

員
委
別
特
集
編
報
広
会
議

治
純
　
我
久
　
　
長
員
委
副

長
員
委
集
編

枝
芳
　
田
本
　
　

治
正
　
川
田
　
　
員
　
　
委

晴
義
　
　
長
　
　
員
　
　
委

基
弘
　
池
小
　
　
員
　
　
委

見 聞 話
る く す

町民の皆さん防犯対策はされていますか！！

次回の３月議会は
３月１日（金） ９時30分開会予定
３月４日（月） 一般質問予定

編集後記

　平成24年第４回12月定例会は例年会期も短く、今
定例会も７日間の会期で終わりました。
　昨年12月に粕屋町内で車上狙い、空き巣、忍び込
み等々の被害の話を数件聞いたので調査したところ、
刑法犯罪の件数が粕屋警察署管内で粕屋町の被害割
合が突出しています。
　イオンモールルクルの商業施設がある事も大きな
要因ですが、１人ひとりが日頃から防犯対策に心掛
け、被害を未然に防ぎたいものです。� 長　��義晴

　12月議会だより表紙の写真を応募して頂き
有難うございました。
　３月議会号の写真応募についても今まで通り
「子どもの四季」というテーマで応募致しますの
で３月末日までに住所、氏名、電話番号を明記
のうえ議会事務局まで送って下さい。
　なお、複数応募があれば広報委員会で選定
させて頂きます。
　写真は返却致しませんのでご了承下さい。お
待ちいたしています。

議会広報一同

議会だより表紙の写真公募

粕屋町は糟屋地区の中でも被害件数が特に多い町です。
まさか！！  自分の家は、私だけは、と思う意識を今一度考え直そう

粕屋町内に於ける刑法犯罪の主な犯罪件数 糟屋地区市・町の主な刑法犯被害の件数比較

市・町名
被　害　件　数

平成23年 比率（％）平成24年 比率（％）

粕屋町 707 26.3 668 24.1

志免町 478 17.8 555 20.1

古賀市 448 16.7 622 22.5

宇美町 276 10.3 259 9.4

須恵町 264 9.8 199 7.2

新宮町 251 9.4 263 9.5

篠栗町 150 5.6 133 4.8

久山町 110 4.1 68 2.4

合 計 2,684 100.0 2,767 100.0 

犯罪内容 50　  100　 150　 200　 250件数

○強盗 上段＝平成23年
下段＝平成24年

1
1

○性犯罪
10
3

○空き巣
48
31

○忍び込み
6

11

○居空き
6
3

○自動車盗み
4
7

○オートバイ盗み
130
103

○自転車盗み
229
211

○ひったくり
2
2

○車上ねらい
87
94

○部品ねらい
42
38

○自販機ねらい
42
31

○万引き
100
133
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